
 

 
 

きものの集いへのお誘い 
きものが日常着でなくなって久しい今、この時代に、あなたがきものを着るのはなぜでしょ

う？ 懐古趣味？いえ、そんな後ろ向きな姿勢ではないはずです。 

きもの地の多くは、今も手作業で生産されています。手織りならではの風合い、糸の艶やか

さ、風土に根ざした草木染の色調、歴史に磨かれた意匠、・・・世界に一枚だけのきもの。 

今、きものを日常的にお召しになるのは、そんなきもの地の魅力を知り尽くした「通」の方

が多いですが、その素敵な着姿を目にする機会は案外、少ないかもしれません。 

伝統工芸青山スクエアでは、きもの好きのみなさんにきもの姿で集まっていただいて、お召

しの着物を具体的に語っていただこうと、「きものの集い」を企画しました。きもの文化を担う

「使い手」のみなさん、産地を背負う「作り手」、老舗百貨店で長年にわたって「作り手」と「使

い手」をつないできた呉服業界の「つなぎ手」におおいに語っていただいて、みなさんの生の

声を産地に届けていきたいと考えています。 

青山で、あなたの着姿を披露してみませんか？そして、これからのきものを、おおいに語り

ましょう。 

 

「街着の特集・きもの展」シンポジウム「きものを語る」 

第一回 「きもの好き、大いに語る」 平成２７年２月２０日（金）１４：００～１５：００ 

加 藤 史 子   桐華流 日本きもの指導者協会理事長 

関 根 由 子   和くらしくらぶ 世話人 

一 柳 英 雄   伝統工芸青山スクエアきものアドバイザー 

小 林 博 司   伝統工芸青山スクエアきものアドバイザー 

 

第二回 「きもの産地、大いに語る」 平成２７年２月２７日（金）１４：００～１５：００ 

山 田 眞由美   琉球びんがた事業協同組合副理事長 

原 田 雅 士   村山織物協同組合常務理事・村山大島紬伝統工芸士会副会長 

関 根 由 子   和くらしくらぶ 世話人 

 

 「街着の特集・きもの展」製作体験「琉球びんがた」 

「トートバッグ」を作る 平成２７年２月２０日（金）・２１日（土） 

体験参加費：トートバッグ（小）２，５００円 （大）３，５００円 

色挿しと隈取り工程を行います。所要時間は６０～１２０分ほどです。 

ご予約は不要ですが体験数には制限がございます。予めご了承ください。 

 

伝統工芸 青山スクエア企画展 

〒107-0052  東京都港区赤坂 8-1-22 赤坂王子ビル 1階 
TEL 03-5785-1301  FAX 03-5785-1302 


